
第３学年 技術・家庭科（家庭分野）学習指導案 

                       日 時  令和２年９月２８日（月）公開授業２ 

                        学 級  遠野市立遠野中学校 ３年３組２８名 

                        授業者  教諭 熊谷 聡子 

 

１ 題材名  家族・家庭と子どもの成長 

 

２ 内容のまとまり [家庭分野]「A 家族・家庭と子どもの成長」（２）家庭と家族関係 

 

３ 題材の目標 

 【生活や技術への関心・意欲・態度】 

 ・家庭と家族関係について関心をもって学習活動に取り組み、家庭生活をよりよくしようとする。 

  【生活を工夫し創造する能力】 

 ・自分と家族の関係について課題を見つけ、その解決を目指して工夫することができる。 

 

４ 題材について 

（１）生徒について 

 ア これまで「学習内容を自分の生活と関わらせて考えさせる授業」を目指し、学習内容を生かして

自分だったらどのようにするかを考えたり、工夫したりする学習を行ってきている。 

 イ 前題材（「幼児の発達と生活の特徴、家族の役割」）において、幼児の心身の発達には中学生を含

めた大人の関わりが重要であることに気づく学習経験をした。 

 ウ 自分がどのように関わることが幼児にとってよりよいかを考えるために、幼児側の視点に立っ

て考えることが身についてきている。 

（２）教材について 

 ア 本教材は、これからの自分と家族とのかかわりに関心をもち、家族関係をよりよくしようとする 

方法を考える学習として位置付いている。 

 イ 本教材は中学生と家族の会話の場面を、「中学生」と「家族」のどちらの立場にも立ってロール 

プレイングを行うことで、家族の気持ちを考えたり、家族の想いに気づいたりすることにふさわ 

しいと考える。 

 ウ 保護者による事前アンケートの集計結果を授業で扱うことで、家族の中学生に対する想いに気 

づくことができると考える。 

（３）指導について 

 ア ロールプレイングから家族関係がうまくいかない原因の一つが中学生の言動でもあることを気

づかせる。また、保護者アンケートの結果であることを知らせることにより、家族の中学生に

対する想いを知り、中学生である自分が家族関係をよりよくするために家族の一員として心が

けることはないか考えさせる。 

 イ 生徒の育つ環境はさまざまである。家庭環境に配慮しながら、自分が将来家庭を築いたり、保 

育分野での学習によりこどもにとって大人の関わりが重要であることにふれ、意欲的に学習に

取り組ませたい。 

  

５ 遠野中学校の研究との関わり 

  研究主題「主体的に学ぶ生徒の育成 ～自分の考えをもち、関わり合う授業を通して～」 

  視点１「課題意識の持続」…導入で生徒用アンケートの集計結果を知り、日常の言動で中学生と家族

との関係に摩擦が生じることが多いことに気づく。その解決を目指すためにロールプレイン

グを行うことを、導入やロールプレイングの場面で確認する。 

視点２「達成状況の把握」…振り返りにおいて、これまでの自分と学習を行った自分、これからの自

分について記述させる。 
  視点３「関わり合う場面の設定」…ロールプレイングでは全員が「自分」と「家族」のどちらの立場

も体験することで、中学生の対応が家族関係にどのような影響を与えているかに気づく。ロー

ルプレイングに入る前に、自分の考えを整理する時間を保障する。 

 

 

 



６ 題材の評価規準 

 

７ 指導と評価の計画（２時間扱い ※本時はその１時間目） 

 

８ 本時の指導 

（１）目標                                  

・ロールプレイングを通して家族との関わり方を振り返り、家族関係をよりよくするために自分にでき

ることを考え実践しようとする。【生活や技術への関心・意欲・態度】 

 
 

生活や技術への関心・意欲・態度 生活を工夫し創造する能力 
①これからの自分と家族との関わりに関心を持ち、

家族関係をよりよくするためにできることを実践し

ようとしている。 

①自分の生活や事例の家族について課題を見つけ、家 

族関係をよりよくする方法について考え、工夫してい 

る。 

時 ねらい・学習活動 重点「評価規準」 評価方法 

１ ・ロールプレイングやアンケートの結果から、自分の家

族への関わり方を振り返る。家族関係をよりよくするた

めに自分にできることを考えることができるようにす

る。 

【関】① 

 

 

 

行動観察 

（ロールプレイング） 

プリント 

２ ・自分の将来について見通しを持つ活動を通して、中学

生である自分が、家族関係や家庭生活をよりよくするた

めにできる方法を考え、工夫することができるようにす

る。 

【関】① 

【工】① 

 

プリント 



（２）展開 

段階 学習内容 生徒の活動 留意点等  ●評価 

 

導 

 

入 

 

 

７ 

分 

 

１ 生徒用アンケートの集計結

果を伝える。 

 

 

２ ロールプレイング① 

・中学生と家族の場面をペアでロ

ールプレイする。 

 

 

・アンケート結果から家族との関

係性を共有する。 

 

 

・提示された場面において中学生

がなんと答えるかを予想し、プリ

ントに記入する。その後、ペアで

ロールプレイングを行う。 

 

・生徒の家庭環境に配慮す

る。 

 

視点１ 

・アンケート結果から中学生

と家族関係に課題があるこ

とを確認する。 

 
 
展 
 
開 
 
 

3 3 
分 

 

 

 

 

３ ロールプレイング② 
・中学生と家族の場面を３人また

は４人グループで行う。 
 
 
 
 
 
 
 
４ 保護者アンケートの集計結

果等を伝える。 

 
 
 
 
 
５ ロールプレイング③ 
・中学生と家族の場面を３人また

は４人グループで行う。 
・中学生、親の気持ちのどちらも

行う。 
 

 
 
 

 

・提示された場面において中学生

と家族の会話を予想して、プリン

トに記入し、ロールプレイングを

行う。 

・中学生、親の気持ちどちら側の

立場も行う。 
・ロールプレイング後、会話のや

りとりの中での家族の気持ち、会

話後の家族の気持ちを考える。 

 

・家族のアンケートの想いに気づ

く。 

・思春期や反抗期であること、そ

のなかで関係をよりよくするため

にできることを考える必要性に気

づく。 

 

・３・４で確認したことから、中学

生（自分）がどのようにすれば家

族関係が良くなるかを考えて、ロ

ールプレイングを行う。 

 

 
 
 
視点１ 

・家族の言葉は心配からくる

ものであること、中学生の言

葉を受けた家族の気持ちに

触れる。 
●行動観察（ロールプレイン

グへの取り組み方） 
 
 
 
視点３ 

（Ａ自分との関わり合い） 

・ロールプレイングに入る

前に、自分の考えを整理す

る時間を保障する。 

●行動観察（ロールプレイン

グへの取り組み方） 
 
・相手の側に立って考えるこ

とや、自分の返事の仕方で家

族関係がよくなることに気

づかせる。 

●行動観察（ロールプレイン

グへの取り組み方） 

 

ま

と

め 
 

1 0 
分 

 
６ まとめ 
 
 
 
 
 
 
７ 家族（保護者）の想いが分か

る動画を視聴する。 
 
 
８ 振り返り 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
・家族について取り上げた動画を

視聴し、家族（親）の子どもに対

する想いに気づく。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
視点２ 

・これまでの自分と授業を通

した自分をそれぞれ振り返

る。 
●振り返りをプリントに記

入する。 

よりよい家族関係を築くにはどうしたらよいだろうか 

家族関係は、相手の気持ちを考えた言動を心がけることで 

よりよくすることができる。 


